
1 北海道自治研究 ２０２０年５月（Ｎo.616）

　

北
海
道
命
名
一
五
〇
年
事
業
の
基
本
姿
勢
の
ひ
と

つ
に
、「
世
界
の
中
の
北
海
道
と
い
う
視
点
で
未
来

の
姿
を
見
据
え
る
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
幕
末
・
明

治
期
か
ら
今
日
ま
で
帝
政
ロ
シ
ア
・
現
ロ
シ
ア
と
対

峙
す
る
蝦
夷
地
・
北
海
道
は
、
昔
も
今
も
そ
の
最
前

線
に
あ
る
。
日
ロ
関
係
は
、
二
〇
〇
年
前
、
毛
皮
商

人
の
利
害
と
結
び
つ
い
て
東
進
・
南
下
す
る
帝
政
ロ

シ
ア
が
日
本
人
の
漂
流
民
を
通
訳
に
幕
府
と
の
通
商

を
求
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

　

一
七
九
二
年
、
勅
使
・
ラ
ク
ス
マ
ン
は
、
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
列
島
に
漂
着
し
た
大
黒
屋
光
太
夫
ら
を
引
き

連
れ
て
根
室
・
箱
館
で
幕
府
と
の
交
渉
に
入
り
、
将

来
の
長
崎
で
の
交
渉
を
認
め
る
信
牌
を
受
け
取
っ
て

引
き
上
げ
た
。
時
の
老
中
・
松
平
定
信
は
い
ず
れ
国

後
島
を
交
易
地
に
加
え
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
が
、

直
後
に
失
脚
し
ロ
シ
ア
か
ら
の
来
航
も
遅
れ
に
遅
れ

構
想
は
頓
挫
し
た
。
一
〇
年
ぶ
り
の
帰
国
と
な
っ
た
光

太
夫
ら
は
帰
国
を
訴
え
続
け
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
。

　

一
八
〇
四
年
、
信
牌
を
持
参
す
る
勅
使
・
レ
ザ
ノ

フ
は
、
漂
着
民
四
名
を
伴
っ
て
長
崎
に
来
航
し
た
。

交
渉
は
半
年
も
の
足
止
め
の
上
成
果
の
無
い
ま
ま
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
へ
戻
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
ロ
シ
ア
側
は
力
の
外
交
に
傾
斜
し
て
い
く
。
長

引
く
交
渉
は
漂
着
民
の
一
人
の
精
神
を
錯
乱
さ
せ
、

自
傷
行
為
ま
で
伴
っ
て
の
決
着
と
な
っ
た
。

　

一
八
〇
六
年
、
レ
ザ
ノ
フ
の
意
を
介
し
て
（
た
だ

し
勅
令
を
得
な
い
ま
ま
）
配
下
の
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
は

樺
太
の
番
屋
を
襲
い
、
番
人
ら
を
拉
致
し
た
。
翌
一

八
〇
七
年
に
は
択
捉
島
の
会
所
な
ど
の
襲
撃
・
拉
致

に
及
び
、
帰
途
の
利
尻
島
で
拉
致
者
を
解
放
し
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
に
戻
っ
て
い
っ
た
（
番
人
小
頭
の
中
川
五

郎
次
は
連
行
）。
し
か
し
、
外
交
上
の
意
図
に
沿
っ

た
行
動
と
は
い
え
略
奪
も
伴
う
蛮
行
に
、
ロ
シ
ア
側

で
は
勅
令
な
し
の
乱
行
と
し
て
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
を
処

分
し
た
。

　

一
八
一
一
年
、
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
艦
長
の
ロ
シ
ア
船
デ
ィ

ア
ナ
号
は
、
千
島
列
島
測
量
の
途
上
薪
水
等
を
求
め
て

択
捉
島
に
寄
る
が
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
以
降
警
戒
を

強
め
て
い
た
幕
府
側
は
、上
陸
し
た
艦
長
以
下
八
名（
千

島
ア
イ
ヌ
一
名
を
含
む
）
を
捕
縛
し
松
前
に
送
っ
た
。

　

一
八
一
二
年
、
副
艦
長
リ
コ
ル
ド
は
国
後
島
で
返

還
交
渉
に
当
た
る
も
不
首
尾
に
終
わ
り
、
安
否
確
認

す
ら
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
く
を
航
行
中
の

高
田
屋
嘉
兵
衛
船
を
拿
捕
し
、
嘉
兵
衛
ら
を
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
へ
連
行
し
た
。

　

一
八
一
三
年
、
八
カ
月
の
抑
留
に
も
拘
ら
ず
リ
コ

ル
ド
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
た
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
助

言
が
功
を
奏
し
、
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
艦
長
ら
は
二
年
二
カ

月
ぶ
り
に
解
放
さ
れ
た
。
幕
府
側
は
松
前
で
の
拘
留

中
に
、馬
場
佐
十
郎
や
間
宮
林
蔵
な
ど
を
面
会
さ
せ
、

ロ
シ
ア
語
力
を
強
化
し
国
際
情
勢
の
認
識
を
深
め
る

こ
と
に
努
め
て
い
た
。

　

一
八
〇
九
年
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
の
現
場
に
い

た
間
宮
林
蔵
は
、
徹
底
抗
戦
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
処
分
を
免
れ
、
代
わ
り
に
樺
太
探
検
を
命

じ
ら
れ
た
。
松
田
伝
十
郎
配
下
と
し
て
、
樺
太
ア
イ
ヌ

の
協
力
の
も
と
初
め
て
最
北
端
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
た

林
蔵
の
探
検
は
、
従
来
の
半
島
説
を
覆
し
た
。
さ
ら
に

拠
点
（
ノ
テ
ト
）
に
戻
っ
た
時
、
当
地
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク

人
の
交
易
船
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
い
、
対
岸
の
ア
ム
ー

ル
川
を
遡
り
清
国
出
張
所
（
デ
レ
ン
）
に
ま
で
行
っ
て

い
た
。
松
前
に
戻
っ
て
ま
と
め
た
『
東
韃
地
方
紀
行
』

等
は
、
一
八
一
一
年
に
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
。

　

一
八
二
四
年
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
で
拉
致
さ
れ

ゴ
ロ
ー
ニ
ン
事
件
の
通
訳
と
し
て
五
年
半
ぶ
り
に
帰

国
し
た
五
郎
次
は
、
松
前
で
日
本
初
の
牛
痘
種
痘
を

行
っ
た
。
帰
還
の
途
次
に
手
に
入
れ
た
種
痘
書
と
種

痘
現
場
で
の
見
聞
を
活
か
し
た
の
で
あ
る
。医
書
は
、

一
八
二
〇
年
、
馬
場
佐
十
郎
に
よ
り
「
遁
花
秘
訣
」

の
名
で
翻
訳
さ
れ
、
種
痘
普
及
の
一
助
を
な
し
た
。

　

敗
戦
後
、
北
海
道
は
未
開
発
資
源
の
宝
庫
と
し
て

「
ホ
ー
プ
北
海
道
」
と
期
待
さ
れ
る
一
方
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
か
ら
日
ソ
共
同
宣
言
へ
と
先

送
り
さ
れ
た
北
方
領
土
問
題
で
は
今
な
お
そ
の
最
前

線
に
あ
る
。
こ
の
二
〇
〇
年
、
蝦
夷
地
・
北
海
道
と

い
う
舞
台
で
は
、
帰
国
を
訴
え
続
け
た
光
太
夫
、
探

検
を
続
け
た
林
蔵
、
択
捉
航
路
を
切
り
開
い
た
嘉
兵

衛
、
あ
る
い
は
牛
痘
種
痘
に
挑
戦
し
た
五
郎
次
な
ど

「
未
来
を
見
据
え
た
」
意
志
や
行
動
が
語
り
継
が
れ

て
い
る
。
北
海
道
命
名
一
五
〇
年
の
意
義
は
、
戦
後

開
発
を
経
て
「
互
い
を
認
め
合
う
共
生
社
会
」
へ
の

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
（
北
海
道
Ｈ
Ｐ
）
と
し
て
次
の
一

歩
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

　
＜

た
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川
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ビ
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「
世
界
の
中
の
北
海
道
」― 

日
ロ
関
係
を
軸
に
考
え
る


